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低温慮理による馬鈴薯増i院の研究器

奥野 俊蝉

馬鈴薯は現時局下，重要主主食糧のーっとLて，又プグノ戸Jレ採集原料として，その増産は緊念

Zと要ずる問題である.然るに最近に於る馬鈴薯のi枚量は年々低下D傾向を示してゐる.これは，馬

鈴薯に於:b生理的及び遺俸的の退化現象と見られ，栄養繁殖にのみエって栽培の，代を重ねてゐる

結果として退化病に握れその極性が酋Lされる事，叉主主候傑件や栽培傑件の不適首等の複雑主主生

理的退化がその主因と思はれる.又現在和昔されてゐるJ馬鈴薯D殆んど総てが雑種である故，そ

の遺俸的の劣慶もその原因のーっと Lて考へられる.

との様主主退化を防止し，増牧を計るには種薯の更新，即ち異る地方に生育した薯を交換して櫨

ゑる事も一方法であるが，異の増牧を計るには，新じい優良品種の育成瓦び雑種強勢法等の科墜

的方法に工り解決しなければなら友い.然u馬鈴薯は一般に不稔性であれ且つ品種に工つては

殆んど開花したいものもあるので貴際に宮つては，との問題は技術的に非常に困難で、ある.近年

有用作物増牧の一方法として，植物ホルモンの利用が盛んに主主って来たが，との方法も強期の増

牧を得~迄には未だ幾多の研究能地が残されてゐる様である.

著者は種薯{;;植ゑる前l乞揖氏零下 20。から 25。の非常に低い温度で露理ずる事により z馬鈴

薯の大増牧を誘致ナる賓験に成功した.との馬鈴薯の低温毘理の賓験は従来ソピヱットの翠者達

によって提唱された春化現象 (Jarovization，Vernalization)とは種々の酷に於て相異を見出す

ものである.馬鈴薯に於る低温j選理の賢験は未だ研究途中。ものにして，今後成すべき多くの興

味ある問題がE毒されてゐるか，昭和 19年度に於る賓験結果をー庭、報告する事とした.

材料及び方法

供試材料は北海道地方に最も普通に栽培されてゐる男爵，紅丸p 蝦夷錦の三品種の馬鈴薯を用

ひ7乙男爵と紅丸は倶知安から，叉蝦夷錦ば由仁から入手したものでるる.1ft!貫験に首り，種薯

の大いさ及び生理的保件の均一2主ものを特に撰定した.種薯の低温麗理は本研究所の低温本室及

てE前室で直接行E九一2
0

C鹿理のものだけは恒温箱を使用した.鹿理温度により貫騒をヨえの如き

6直に分けて行った.

体北海道大事低温科事研究所業績第35競.

掛低温科書害研究所.
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第1賢験直 -220C虚理 男爵

第2 F -80C ぷ' F 

第8 F -20C F dク

第4 F -250C // 蝦夷錦

第5 F -100C F // 

第6 F -180C // 紅主L

何れの賓験直I'C.於ても，麗理せる薯と封!!夜標準の薯とを交互に植ゑ，場設昔密度は畦幅2尺5寸，

株幅1尺2寸とした.使用せし個瞳敷は第1寅験直180個瞳，第2賢験直135佃憶p 第3賢験直

40個瞳，第4霊験直110個瞳，第5賓験直 9)個瞳，第6寛験直140佃瞳にして，組計 6g5個

障である.

費験結果

第1賓験直供試馬鈴薯男爵，虚理温度 -220C，I選理時聞は5分から 60分であって，庭理

後約1時聞から 2時間後，本研究所の第 1賓験圃場に播種した.播種目は5月初日.30分恵

理りもむ迄は完全に護芽生育し， 40分庭理のものでは 20個瞳中， 6個瞳が約 3週間位遅れて

瑳芽した.50分及び60分昆理のものは完全に凍死L，護芽したかった.鹿理せるもゅの護育祇

態は非常に良好なるも，従来春化現象に於て見られたるが如きp 著しき開花期の促進及び生育期

間の短縮と云ふ様主主特殊現象は会25現れ主主かった.

9月 15日l孜穫せしにp 麗理せるものο金部が封j照標準匡のものに比して著しき増牧を示L，

特に 20分j乏理のものに於て著しかった(寝異No.44， 45. -220C， 20分麗理の男爵薯と無産理

のものとの牧量の比較を示す.NO.44.株別5佃躍の牧量.上段，毘理直.下段，無庭理直.No. 

45.5林の牧量を一山に纏めしもの).とのものでは平均1株嘗り 360d立の牧童を示L，とれを

段富りに換算ナ~と 86.4 俵の牧穫と主主る. 1なとれを割合で示せば封照標準の約 1.67倍即ち 6

脅rJ7t歩の増牧を示ナ事に主主る.以上は 2::>分j是理lに於る最高の場合で草うるが3 他のものに於ても

第 1;表 A現時間を異にせる-220C虎理
o男侵薯に於る攻量比較表

l-1附 !12i虎現時間|の卒拘おこ否両ー IJ段収割合:
1量 !札且|

無底調?同""， 1 口氏出
比較区山川1 ~~・ V'1>'<1

5分 293 70.3 36% 
10 312 74.9 45 
15 313 75.1 46 

lU360l  E64l 671 258 61. 9 20 
40 240 57.6 U 

夫々増牧を示す結果とたった.とれ等のものを第1

表及び第2固で、去すと弐の如くである・

第2賢験直供試馬鈴薯男爵，露理温度 -80C，

底理時間は 10分から 140分，埠理後約1時間から

2時間控過してから，第2寅験固場に5月 29日に

播種した.80分鹿理のもの迄完全に護芽生育L，

100分島理のものに於て，約2週間位遅れて護芽せ

るものが2個臆見られた.120分及び140分鹿理。
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湿の男侵華子に於る 1株営pの卒均
収量を示す.政線は野照標準線.
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ものは完全に凍死した.9月 16日に牧穫

L， その1枚量を調査せるに3 第1買験直に

於ると同様，虚理せるものは何れも封照標

準に比し増牧を示した.然しその檎牧割合

は第 1賓験直卸ち-22'C鹿理のものに比

し謹t1:低調で、， 45分魔理のものが最高で、，

約 1寄a9 t歩の増i放に過ぎたかった(寓異

No. 46， 47. -80C， 45分昆理の男爵薯と

無庭理のものとの牧量の比較を示ナ. No. 

46.株別5個瞳の牧量旦土段，鹿理直.下

段，無庭理直.No.47. 5株の牧量を一山

に纏めしもの).本賢験匿に於る詳細は第

2表及び第4圃の主11くである.

第2表 E是正里時間を異にせる -80C虎王里の男
健薯に於るl伐量比較表

「一一恥tp i 段蛍よ~.~-...-.i島崎吋問 lの2f:T勾攻 l lJ回収割合!量-I---J"'(̂- 牧 量;

i無髭惣 310匁 74.4俵i
t 比較区~~~/'".. I 
10分 342 82. 1 I 10% 
20 328 78.7 6 
30 360 86.4 16 
45 368 88.3 19 
80 362 8瓜9 I 17 
100 220 I 52.8 I 29減

情100分遅理のものTは2割9ti7のi剛丈

と主主ってゐる.僅か2佃曜の平均なので明

確な事は云へないがp とれは鹿理時聞が長

かった詩殆んど致死の航態にたり，却って

主主殻果とたって現れた事と，約2週間位も

遅れて護芽せる箆¥'C!l:子誼な生育時期を逸し

た事等に工るものと推定される.

第3賓験直供試馬鈴薯男爵，定理温度

一一一一ー島理時間(分)

第4闘 島理時間を異にせる -80Cl是正里の男霞薯に於
る1株蛍!1o卒均玖量を示ナ.波線は童相在標準線. tÆ温箱を使用した.鹿理後第 3 貰mff~固場に

_20C. 蕗理時聞は5時聞から 16時間で
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6月 2日播種した.5時聞から 16時間露理迄のもの締てが生育した.16時聞はとの蕗理は行は

たかったが，馬鈴薯の凍結駐は-20C乃至-30C位であるから， -20Cでは相宮長い時間生きて

ゐるものと思はれる.9月 18日に牧穫したが島理直のものは無底理のものに討し何等増牧結果

を示さ主主かった.とれは-20Cでは低温の庭理殻果が無い事を意味するもので，審化現象に於て

見られる様友開花及び生育期間の促進等の特殊寺見象も見られたかった.

以とは何れも男爵薯に於る低温底理の震験結果であるが，以上の 3賓駁置に於る増牧割合，慮

理温度及v:鹿理時閣を一括して示せば第5園D如くでZうる.
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第5菌 低温良湖せる 3賞除医の男容薯に於るi氏量の割合と庭JJi!i民度
及び虎理時間との閥係.

一一-a: -220C虎理.

C: - 20C定理.

一一一一 b:-80C虎理.

破線は針照標準線.

第4賢験直供試馬鈴薯自民夷錦，毘理温度-250C，底現時聞は5分から 60分p 底盟後第 4寅

験圃場Yこ 6月 5日播種した.40分庭理のもD迄は締て生育し)50分及び 60分底理のものは完

全に凍死し，強芽し2主かった.障理せるもの L生育欣態は第 1 主主!g~~匿に於る男爵薯同様良好で，

9月 30日牧穫した.牧童割合は6貫験置を通じて，最大にして 15分底理のものでは 10割以、 1-，

c増牧結果を示Lた.他の場合もとれに準じて最高の増牧卒を示L，40分毘理の最低のものマ

も8割 9z長の増牧を示す事に汝る，本国に於る詳細は第3表及び第6園の如くである.
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虎現時間を呉.にせる -250C髭到の蝦夷錦に於る吹量比較表

虎現時間 ¥1糊山均収量 l段蛍!)'枚室: 格収割合 i
1!正底辺比較区 108匁

I ， 
25.9{友

5分 204 49・0 89% 
10 200 48園。 85 

15 218 52.3 102 
20 184 44.2 71 
25 178 42. 7 65 
30 182 43. 7 69 
35 156 37.5 45 
40 150 36.0 39 

第3表
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第6園 虎理時間を異にぜる -250C民主慢の蝦夷錦に於る 1株

fZりの:zp.均2文章を示す.破線は封照標準線.

イ共試馬鈴薯蝦夷錦，民主理温度-10σC，虚理時間 10分から 120分.毘理後第4賓第5賢験直

Eff圃場i乞 8月5日播種.60分J還ま互のもの迄完杢に護芽生育し， 80分蕗理のものは 10個躍中，

2個瞳約 10週間位遅れて護芽せるも，他の 100分及び 120分露理のものは完杢に凍死した.9 

月 30日牧穫したj匙 100分j蓬理のもの以外は何れも増牧を示した.その増牧率は男爵の場合に

比較して一般に良好で，最高は 30分及び 45分庭理の6割6歩であった.本賢験匿の詳細は第
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4表及び第7園。如くである.

第4表民主理時間を異にせるーlOOC虎理

の蝦夷錦に於るi氏量比較表

l-LF町 hzfー庭理時間いの卒均l氏Iな同孟 i婿l氏割合
I j量 l 且

|霊長吉( 附 I27.8俵!
12分 li認122212%
30 192 46. 1 66 
45 1回 46.1 66 
60 138 33.1 止9
80 100 24. 0 14減

以との第 4，第 5 震験匿の結果から判~

様に 9 蝦夷錦の封照標準匿に於る牧量l士男

爵に比較して非常に少いが，とれは第4賢

験圃場は第 1，第 2及てF第 3圃場に比し

てP 土地が痩せてゐて，そのと無肥料で賢

mig{lこ行った事と，嶋夷錦:土由仁より汽王手で

奥野 俊
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一一一----・ 1友理時間(分)
約2週間位かLって輸送されて来た%，薯 第T周 i庭理時間を異にせるー100C良理の蝦夷錦に於

る1株営目の卒均収量を示す.破線は吉野照標準線.
の生理的1条件が悪z，叉播種期日が相官逗

れた事に墓因ずるものと思はれる.尚男爵薯に於ても，第1と第2震験直に於る封照標準匿の牧

量に相嘗の差が見ιれるがp とれは第1と第2買E15直の土地の肥沃J!走態の差¥'G上るものでp 第2

震験匿に使用Llと昌は第1賓験匿の畠lz比L非常に土地が肥えてゐた事によるものである.

蝦夷錦を用ひた第4 及てy:第 5 賢験直に於~結果は， 1つの興味ある示唆を輿へてゐる様に思は

れる. ~pち土地'lP'痩せp 又は種薯の生理的際件が惑い航態のものに於て上り以と低温の庭理殻果

が著しいと云ふ事である.

以上の第4及び第5寅験匿に於る蝦夷錦の低温虚理に於る増収割合と，鹿理時間との関係を握

めるとヨえの第8固で現はされる.

第ぢ賓験直イ共試馬鈴薯紅;l.L，毘理温度-180C，..庭理時間 10分から 50分.鹿理後第 2宣言

E51圃場に6月 23日播種した.50 5ト鹿理のもの迄完杢に護芽L，50分以}二の鹿理は行はたかっ

た.然し第1より第5迄の賢験結果から推定するIこ， 50分附近が生死の限界と思はれる.10月

20日牧穫する事が出来たが，搭l'll却寺期が約1月以上も遅れてゐるので，同じ第 2賓験固場で行

った第2費験直の男爵に比して，主す照標準直の牧量が著しく少くなってゐる.然L各低i車場理直

l'l:二於る牧量は，男爵，蝦夷錦同様著しき増牧を示し， 25分庭理のものでは 1株平均305d弘，



1吹

2.0 

1.9 

1.8 

1.7 

1.6 

1.5 

1.4 

1.3 

1.2 

量1.1

剣1.0
A 
ιJ 

0.9 

108 
0.7 

低温虚王星に土る馬鈴薯者投の併究

八/、
c、--d' ¥

b、、可ZZ色ァーーーーー一六
。¥、¥.¥
/¥¥  

//s、入、、、¥
/ 、0，、、
/ 、、
E〆 1、

、
----_....四------ー四ー------μ・---申甲山町日ー包但叩--¥r---・、

←-←-←ーベー→5 10 15 20 25 30 :55 4り

一一一一→ 恵理時間(分)

y、
Ob 

←→ 60 80 
第8圏 低湿l虎理せる 2 主主験匿の蝦夷錦にli~ る!&:量の割合と虐~1!
温度及び鹿理時間との関係.

一一 a: -250C虚理. 一一一一 b:_lOoC慮王室.
破線は~l照様準線.

段宮り 73.2俵で，6.告IJ1分の増牧と主主る(第5表及。:第 9，10圃). 

第5表庭理時間を異にせるー180C庭理の紅丸に於る牧量比較表

λ石下戸孟戸円子百ι]
無慮理比較lI&• 190匁 45.6俵

10分 2臼 60.5 a % 

20 263 62.4 、 37

25 305 73.2 61 

30 280 67.2 47 

40 

50 

224 53.8 

211 50.4 

18 

11 

211 
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第9国 庭現時I芦!を異にせる 180C慮王唱の車工丸
:亡於る 1 林1~・ p の卒均牧N::を示す.被線 i'Í li，，'
照標準線.
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第 10園 低温民主理(-180C)せる紅丸の収量の割合とE是正里混
度及び虎理時間との関係. 被線は針照標準線.
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以上6賓E設置に於るfJf温議理で明らかにされた如く，第3置験匿の-2
0
C鹿理の場合を除いて

はp 何礼も著しき檎牧結果を示し，特に -2つ。C附近の非常に低い温度で道理したものに於て著

しかった. ~pち蝦夷錦の -250C，男爵の -220C 及び一紅丸の -130C 慮理に於る場合は，程薯の

生理的i康件及びj乏理時間等を充分に考慮して震除を行へば， 6 i¥;IJから 10割伎の増牧を誘致する

可能性のある事を明示したものである・一般に}定理を行った極薯から生じたものは，形も大きく

且つ数も多く， 1株から 700匁以と牧穫出来たものも少くなかった. (寝員 No.48. -22
0

C， 

15分送電の男爵薯に於て最大11文宣 (1株吉川を示せるものと，無湿理直の最大牧量を示せるも

のとの比較.上，道理直(72J匁)下，無逗理直 (38οよな)). 然らば如何なる原因により低温麗

斑抗馬鈴薯の増収.亡著しさ殻呆を粛らずかに就ては，今後の詳細な研究を必要とずるものである

が，オこ項亡、少しくその考祭を:進めて見たい.

考察

第 12固に示す如く，男爵では 22'C，蝦夷錦ーさは-26'C，紅丸では-180Cに於て最も著し

くその牧量が増加し， -10oC以下の定理むはその放果も著しくたい.叉-2"Cではさをく殻果は認

ペ
/ 

弘/、

、ザ¥
1 

i .1 トー←→-→-1 斗
i520253035404550608b  1603004mq60 

一一一一ー慮理時間(分)

第 12園 6受験区に於る馬鈴薯の吹量の割合と底辺温度及び鹿沼時間との関係.
一一一一 a -220C 虚珂，男偉. 一一一-b : -80C慮淑，男傍.
一一一 c -20C 虎既男偉 ---a _250C 庭環，蝦夷錦.

b -lOoC W;;J里，蝦夷錦. 一一 -180C虎理p 紅丸.

破線は霊守j照標準線.
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めれら主主かった.向蝦夷錦の-250C，男爵の-220C，紅丸のー180Cのものは何れも類似した曲

椋を示し，旦っその最も著しい設果黙は 15分， 20分， 25分と露理温度に比例してゐる事は非

常に興味ある事である.而して本研究の結果では鹿理温度の低い程殻果的である事が伺はれるが

-250C上り低い温度で鹿理ずる事に上り，尚一唐の殻果があるか否かは，今後の研究に侯つべ

き問題であるが，兎に角一20
0

C附近の低週が馬鈴薯の牧量を著しく増加すると云ふ事iむ従来

低湿の刺教に上 P植物の開花及び生育期聞が促進されると云ふ春化現象とはp 多くの黙に於て存l

異を見出すものである.gpち春化現象では O。から -50Cの低温鹿理で著しく開花及び生育期

聞が短縮されるので，との温度以外ではその主主果は一般に認められたい.叉春佑現象では低温鹿

理の時期は既に瑳芽して根の国着ぜる扶態のものであってp 種子や可成大きくたったものを議理

したのでは殆んど主主果がたい様である.警へば山本 (1933)はハツカダイコン (Raphαn71S-

sωtiv:吟に低温刺戟を輿へた麗， OOCから 50Cの温度が殺果的で，特に 60Cで 10日から 15

日間庭理せるものが最も設果的であった.尚道理される植物は護芽直後のものよりかたり幼少時

のものが殻果的で、るったと云ふ・本質験の場合は，何れも零度以下の温度，特に 200C附近の

温度に於て著しく殻果が認められp 慮理も搭f釘古の薯に直接行はれたものであり p 且つ春化現象

では芽生の麗理であるが，本貰磁の場合は塊童， gpち薯で遣うる思ーを考慮すーる時p 雨者の聞に本質

的の相異があるものと考へられる.

三たにとの馬鈴薯の増牧に闘する問題でるるが，低温慮理により倍童文瞳 (Polyploid)が誘致さ

れたのではたいかと云ふ事が一目撃、考へられる. ~pち倍車〔瞳p 特に 4 倍瞳 (Tetraploid) は一般に

正常曜 (2倍躍， Diploid)に比L，組ての器官が増大する事が多くの植物で知られてゐる(大き

く主主ら主主い場合もある).然し細胞皐的観察により，イ吾妻主曜が誘起されたと云ふ事は著者の今日

迄の研究範園では否定され注げれば主主ら友いし，叉現在の栽培屈である馬鈴薯の多くは4倍瞳で

あって，とれを倍加して更に高ヨえの{者数曜を生じても決LC:大きく主主ら友いと云ふ事がp 馬鈴薯

では一般に云はれてゐる.以上の事より倍数瞳の問題は首然否定されたければ友ら友い.この馬

鈴薯の土曾牧問題に闘してはp 低温の影響による塊室内の生理化翠的機構の費化に就き詳細主主検討

が加へられたければ左らないと思ふ・郎ち低温鹿理によって誘起される塊室内に於る物質代謝の

問題p 特に酵素 (Enzyme) 及び酵素作用に就き充分な考察を必要とする.地物の柴養~pち物質

代謝に於て酵素が頗る重要た役割2とする事は如何たる植物に於ても疑ふ訟地の主主い事でるる.酵

素は生閣内で生成される有機燭媒で，細胞内で作用する事は勿論p 間外に排出されたものも亦作

用L得る事が知られてゐる.一般に化製反障は温度が高くたると賦活分子の重立を増す事によって

促進されるがp とれと同様に酵素作用もある範圏に於て温度が高まると促進される.然し或限界

温度以上になると酵素の機能を害し，温度。上昇と共に酵素作用が低下して来る.以とは高温の

場合であるがp 植物細胞に於る酵素作用，特Z加水分解酵素の作用が低温に上り著しく高まる事
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が知られてゐる. ~pちi腰粉が糖化し，叉薦糖が轄化摘に注るのは，との加水分解酵素の促進作用

に上るもので，警へば馬鈴薯が冬期甘味を増ナのはp 震構が増してi膿粉が減少して来る震である

事は良〈知られてゐる所である.叉植物から取り出した酵素も J OOC附近若しくはそれ以下の低

温でp その作用が著しく高められる事は Nord(1932， 1936)の研究により明らかにされた. ~J 

へば酵素のチマーぞ (Zymase)液を-50Cから -150Cに2箇月貯菰ずると P その作用が著し

く高まって来る.以と述べ7訪日く，本買験に於ても低温の影響による酵素作用の促進に上り物質

代謝が活性イじされて，塊室内の栄養保件が馬鈴薯の護育を上り以上旺星第ならしむる扶態に轄{じさ

れるものと考へられる.馬鈴薯の塊室は室の繋化した地下貯議器官であるがp その中最も多量に

見出されるものは茨水イじ物のi殴粉である.一般に地下貯蔵器官中の葡萄櫨の量は原糖及びi捜粉の

萱に関聯して消長ずるものであるがp 温度や操度等の影響lに上り葡萄糖とj殴紛の聞に又葡萄賠と

黒糖との間に可逆的のJ霊化が起る.然して一般に植物が低温に舎へば，貯賦されてゐるi殴粉，薦

糖及び脂肪等は葡萄糖に護る傾向がある.との事は貰験的にもi誘致出来るが，馬鈴薯などは最も

その良き例である.又一般に地下貯蔵器官中の物質の合成及てy:.分解は酵素作用によるものでp 貯

戴された減粉，蛋白質等はその憧の朕態では細胞聞をと移動ずる事が出来たいから， l容解性であり

且つ移動し易い他の物質に襲イじしなければなら主主い.この様な韓化は地下貯蔵器官中に生デる種

種の酵素作用に上って行はれるものであしとの酵素作用は低温によってより以上促進されp 物

質の麓化はー居活性化される.との事は馬鈴薯の塊室内に於ても察易に起り得る現象で、あってp

との矯，馬鈴薯の芽生及びその後lの生育が強力化されp 薯の増牧Zと来す大きた原因のーっと思は

，n，る.

さえに増牧の原因として馬鈴薯の極性 (Polarity)の問題を取り上げなければならない.健全た

馬鈴薯に於てはp 種薯からは買芽のみが護育して地上室にたるが，栄養繁殖のみによって栽培の

代を重ねると退化病に』躍り，この様及薯を植ゑると頂芽だけでたし下位にある多くの芽が護育

して地上室を出す様になる.との事は種薯内の柴養j原が多くの芽に分散される結果p 瑳芽せる芽

生への生育，従ヲて植物曜会瞳の護育が悪く友り，馬鈴薯の減牧を来ナ大き友原因とたる.この

馬鈴薯の内護酌極性がヘテロアウキシンによって保持される事が賓験的に明らかにされてゐる.

この内護的極性が低温の影響によってもヘテロアウキシン同様p 保たれるか否かは未7で賓験が不

充分主主矯め判然とした事は云へたいが，少くとも -20
0

C附近の温度は麗理された種薯の側芽の

出芽を抑犀ずるかp 又は完全に凍死せしめるに充分である.との事は本賢験に於て明らかに見ら

れ，慮理された薯の多くは頂芽のみから非常に強力主主地と童を出してゐた.との潟3 頂芽のみに

充分た栄養が供給される結果，薯主任瞳が健全主主生育~L，増牧が誘致されるものと考へられる.

又馬鈴薯のある品障では4-5週間 60C_70Cの比較的低温に保って置くと，正常の温度で普通
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たらlf葉室となるべき葉部の先端が皆小塊室とたって普通の葉を生じないと云ふ事が Vochting

(1982)に上って報告されてゐるがp との様1工事が本賓験に於る非常に低い温度蕗理によってよ

り以上促進され，馬鈴薯の着塊を良好主主らしむる原因と主主ったのかも知れない.以上達ベた如く

低温と馬鈴薯の塊室との聞には種々興味ある事賓が存在するがp とに角，本資~;~の低温慮理に於

る増牧現象は酵素作用の促進による塊室の活性化とp 極性の保持と云ふ事が大きな原因をたすも

のと忠はれる.との低温環境に於る馬鈴薯の増牧現象は従来の春化現象とは前逮せる如く多くの

駐に於て異るもので，春化現象と直別する矯めp 本賓験に見られた現象に封L"興活現象"

(Vitalization)と命名したい.

ヲ欠に種薯の低温慮理賢験を行ふ¥L:.嘗り特に注意を要ナる事は薯の生理的保件，特に合水量の問

題及び芽の動きの-j!k態と庭理温度及び庭理時間との闘係である.本質験の場合では種事の芽は相

官動き初めp 合水量も植ゑた時期が一般に遅れてゐたので減少してゐた.特に蝦夷錦に於てこの

傾向か著しかったのであるがp この蝦夷錦が他の道理薯に比較して非常に高い牧宜の割合左示L

た事;L薯の生理係件と鹿理温度との聞に重要注関係の詰うる事を示唆するものと思はれる::欠l亡

本賢験の結果を貧乏際化ずるには今後の研究に侠つべき黙が多いがp 特に低温室を使用せすう冬期

-Z::YC附近の寒気l乞曝しそれを播種時期迄貯戴して置いてp 本賢験に於る場合と同様妓果が

あるか否かは今後の研究として残された興味Zうる問題の一つである.倫低温鹿理による馬鈴薯の

増牧現象は他の有用主主種子被物にも庭、用さるべきか否かも今後の重要た問題として残された研究

課題であるがp 薯と種子の差違及び種子の生理的t条件，底理温度p 虞理時間等に充分な考慮がt~

は}Lて寅騒が行はる九ば，低i毘庭理により種子作物に於ても相官の増牧が期待出来るものと思ば

.f1L-o. 

要約

1重要を植ゑる前に -280C附近の非常に低い温度で、庭理ずる事に上ム著しきi合牧が麗らされ

る事を賓験的に明らかにした.供試材料は北海道地方に於て最も普通に栽培されてゐる男爵p 紅

丸及つご蝦夷剖1の3品殴で，道理温度により賢騒を 6匿に分けて行った.

第 l'賢験直 供試材料，男爵.島理温度， -2.'20C.鹿理時間， 5分-60分.庭理時間 30令

迄のものは完全に護芽生育し， 40分庭理のものは一部生育，他は全部凍死した.

第 2 賓ÆJ~直供試材料，男爵.虚理温度，← 80C. 鹿理時間， 10分-140分.慮理時間 80分

迄のものは完全に護芽生育.100分のものは一部生育し，他は全部凍死した.

第 3賓験直供試材料p 男爵.鹿理温度， _20C.鹿理時間， 5時間-16時間.全部費芽生育

した.
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第4賢験直供試材料p 蝦夷錦.鹿理温度， -250C.庭理時間， 5分-60分. I慈理時間40分

迄のものは全部護芽生育L，他は全部凍死した.

第5賓験直供試材料p 蝦夷錦.庭理温度， -10oC.虚理4時間， LO分-120分.60分!志望の

もの迄完全に護芽生育L，80分麗理のものは一部長室育，他l士会部凍死した.

第6賓験直供試材料，紅丸.恵理温度， -180C.庭理時間， 10 分~50 分. 50分兎問のも

の迄全部護芽生育した.

以上 6"]&の賓験に於て第3賓験直を除いてi之全部上骨牧結果となり持に蝦夷錦のー250C，15 

分魔理のものでは10割2zt.，男爵の-220C，2J分鹿理のものでは6割7tt，又紅丸の-180C，

25 分魔理の、ものごは 6 割 1 歩でp 夫々の寅~~~直之於る最高増牧Z容を示した. -10oC以上の温

度で鹿理したものは増牧率も低調でp 特に-20Cで場理せる男爵では何等封照標準匿のものとがl

遣する所が訟かった.角蝦夷錦の 250C，男爵の-220C)紅丸の-180C庭理のものは何れも類

似した曲線を示し，その最も著しい主主果賠は 15分， 20分)25分と庭理温度に比例した.{tj~ る

に-10
o
C以下のものでは以ととは異る型の曲線を示L，著しい放果瓢ーは見られなかった(第 12

固).

第4賓験直『乙於る蝦夷錦が最高の増止5c率Eと示した事は庭理温度が一番低かった事にもよるが，

庭理した時の薯の生理的保件が男爵及てE紅丸に比較して多小異ってゐたと云ふ事によるものと思

は九る.とに角p 最高の牧量を得るには薯の生理的1条件p 庭理温度及てE庭理時間の間l亡密接な関

係がるるもので，今後この黙に就き詳細主主研究を行って見たい.又本賓験に於る最低の定理温度

は 250Cで，との温度、で庭理じたものが最高の増牧Z告を示したのであるが， -250C 上りも更

に低い温度が尚一居の款果があるか否かに就ても今後更に研究室進めて見る積りである.

ζの馬鈴薯に於る低温庭理設果の原.因1'I，従来ソピヱッ干の塁害者連により提唱された春化現象

とは多くの駐に於て相遣するものでるる.IWち春化現象は OOCから -50C位の温度でp 多くは

種子から生じ穴芽生への幼成を麗理L，その開花を促進し，且つ生育期聞を短縮する主以て目的

といその原因を低温の刺戟に求めてゐる.然るに本震ー験の馬鈴薯の場合は -2QOC附j立のj正温

で塊室である所謂薯を植ゑる前に庭理せるものでp 植物曜の生一育期間叉は開花に於℃殆んど促進

は見られなしその薯の牧童:に於て著しき設果を見出ナものである.又その増牧原因も塊室内に

於る酵素作用の促進に工~物質代謝の活性化及び極性の完全保持等に基因するものと考へられ

る.卸ち低温環境に於て薯に著しき活性が賦興されp 且つ極性が保持される負にp 芽生及びその

後の植物躍の護育が旺盛と支とり，薯の増牧が誘致されると思はれ、る.との意味で，者化現象に封

L.馬鈴薯に見られた現象を"輿活現象"(Vitalization)と命名したい.

本研究は文部省堕術研究舎議。研究の一部である.
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